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いま全国では：北村小夜さん
（障害児を普通学校へ全国連絡会世話人）
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呼びかけ・どの子も地域の公立高校へ埼玉連絡会（代表・斉藤尚子） 埼玉障害者
市民ネットワーク（代表・野島久美子） ＴＥＬ048-737-1489 ＦＡＸ736-7192
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入間の教育と福祉を考えるど
ろんこの会
連絡先・入間市上藤沢864-15
04-2962-8621黒古方
「どろんこの会つうしん」はこの
１月で264号に。

所沢・教育と福祉を問い直
す会
事務局・所沢市下富1159-8
04-2942-5405
「といなおす会つうしん」はな
んと１月で３１９号に。

キャベツの会
事務局・新座市新座２丁目18-14-
101木村方 048-481-
5393「キャベツの会ニュース」は１
月で１７３号に。

さやまのペンギン村
連絡先・狭山市富士見2-17-4
門坂美恵 04-2959-3362
「こんにちは さやまのペンギン村
です！」は１月で１６２号に。

誰もが共に生きる地域をめざすぺ
んぎん村
連絡先・さいたま市南区根岸1-1-20-
102ぺんぎん広場 048-866-3832
「ぺんぎん村ゆうびん」は１月で262号に。

たけとんぼの会
連絡先・坂戸市石井2896-13 吉井方
049-284-8466
会報は定期発行していませんが、代表の
吉井さんのHPが
http://www2u.biglobe.ne.jp/~yosh
ii-f/index.htm

「共に学ぶ」をつなげるサイタマのつどい２００７ に集まろう

わらじの会（TOKO）
連絡先・春日部市大場690-3
谷中耳鼻科内 048-
737-1489
「TOKO」はこの１月で146号
に。

「共に学ぶ」をつなげるサイ夕マのつどい2007 にご参加を！
一緒があたりまえ、障害があることで分けないで、障害がある人もない人も共に生きる社会の実現は共に学び育
つことから…‥とさまざまな思いや考え方で普通学級や高校で「共に学ぶ」ことにこだわってきました。
現実的には「本来別の場で教育されるべき子」として位置付けられ、お客様扱いされ
たり、いじめられたり、親が付き添いをさせられたり、精神的に追い込まれたりということも少なくありません。学校
教育全体が能力主義、差別・選別への傾向が強まる中で、ますます厳しい状況です。就学指導で本人・保護者の
意思が受け入れられなかったり、高校への門は依然として狭くて入学がむずかしかったりして、特別支援教育（こ
れまでの特殊学級や養護学校）に進まざるを得ない場合もあります。普通学級でたいへんな思いをして小中学校
で学び続けても養護学校高等部へ、高校を卒業しても福祉的就労（作業所やデイケアなど）へ進まざるを得ないと
いう状況もあります。
また一方、特別支援教育においては手厚く配慮され、また、認定就学者、支援籍、高校内分校‥・といった形で
場が近づき（同じ学校内または学級内）、隔離・分離も複雑かつ見えにくくされてきています。
それでもなお、普通学級へ、高校へとこだわるのは、直接出会い、日常生活を共にしながら、時にはぶつかり合
いもしながら一一緒にやっていく仕方を探っていくしかないからです。そのことなしには共に生きることの実現はあ
りえないからです。
いま一緒に育ち学び、楽しんだり悩んだりしていることを語り合いませんか。いろいろあってあたりまえ．そしてそ
れらをどう見るか、みんなで考えてみませんか。
障害児・者をめぐる状況は大きな転換点に立っています。特別支援教育への流れの中で、一緒に育つことへの思
いを持ちながら、孤立している人もたくさんいます。近くにいながら連絡を取り合えないでこもってしまうこともありま
す。日常的に連絡を取り合いながら、いざというときは学校へでも教育委員会へでも一緒に出かけていく地域での
つながりは大きな励みであり、力になっていきます。
それぞれの地域での「共に学ぶ」を考えるグループや個人が、地域をこえて全県的にゆるやかにつながり合いな
がら、孤立しているお互いや他の人たちを支え、考えあい、埼玉県の教育行政へもはたらきかけをしてゆきません
か。
当日は、これまで埼玉の運動を応援してくださっている北村さんにおいでいただきます。周囲の人に声をかけ
合ってぜひご参加ください！

どの子も地域の公立高校へ埼玉連絡会 048－737－1489
事務局（竹迫） 048－942－7543

（ＴＯＫＯ ＮＯ．146より再掲）

共に学び育つ活動に取り組んできた草分けの団体マップ
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斎藤広子記者はかって県庁の記者クラブ所属当時にどの子

も地域の公立高校へ埼玉連絡会の記者会見でお会いして以来、

共に学ぶ活動をじっくり取材しておられます。



門間愛さん､菅野翔太くん､合格おめでとう ！
今年の春の高校入試は、高校の統廃合や特別支援教育の流れの中で､例年以上に厳

し いものがありました。定員割れする高校が減り、倍率が上がり、入れる可能性のありそ う
な高校も通うには遠すぎるといった状況で、受験校を決めるにも最後の最後まで悩み、 後
期募集では埼玉連絡会関係の全員が不合格となってしまいました。しかし､その後も 県教
育局や受験先高校と話し合いを続け、門間愛さんが二次募集で大宮商業高校に、菅 野
翔太くんが欠員募集で松山高校に合格し､定員内の合格はかち取ることができました。

来年こそは吉井秀樹くんの高校入学を！！
地域との関わりや体力的な面から、居住地にできるだけ近い高校あるいは設備のある

高校へ受け入れてほしいという願いは受け入れられず､わずかな定員オーバーで、吉井
くんは不合格となってしまいました。公平公正の意味が問われるところです。

進級問題の取り組み､高校生活の充実
鶴ヶ島高校での進級問題では、地元の支援者たちが高校や高校教育指導課と話し合い

を重ね､進級することができました。高校生活をより充実したものにしていくために学 校・家
庭、周囲の応援する人たちのつながりの大切さを痛感します。

高校問題教育局交渉に参加しましょう

どの子も地域の公立高校へ埼玉連絡会は、毎年県教育局と７～８回の定期
交渉（教育局サイドでは「話し合い」）をもっています。教育長の意を体した形で
高校教育指導課主席指導主事が代表となり、義務教育指導課、市町村教育課、
特別支援教育課など局内の各課の主幹クラスが出席します。公立高校の門を
知的障害や重度の障害を含むすべての希望する子供たちに開いてゆくために、
今年も4月２５日に関根郁夫主席をはじめとする新担当者と顔合わせの場をも
ちました。間もなく始まる新年度の交渉に、あなたもおいでになりませんか。

７月２０日（金） 午後２時～
場所： 埼玉会館



TOKOの活動を中心的に支えてくださっていた三上優佳さんが、３月２５
日急逝されました。偶然にも、予定していたTOKO野外おしゃべり会が子ど
も達の参加が少ないため延期となったその日に、旅立たれました。享年４
２歳。なんとたくさんの光と熱を放って、世界を駆け抜けたことか。

昨年１０月９日、春日部・内牧でのTOKO野外おしゃべり会で 1996年１２月８日「学校を拓く・高校を拓く集会」で（右）

その日は突然やってきた。
３月２５日、友人からの電話で知った。三上さんが亡くなったと・・・・・・・・。信じられない・・・・・何
で？・・・・・元気な三上さんしか思い浮かばない・・・・・・。
私と三上さんの出会いは「みのり学園」。
それから１２年半の付き合いで、「障害があっても普通に学校へ通える」と言うのを教えてくれま
した。幼稚園・小学校の普通学級ではいろいろな事があり、一緒に考え、悩み頑張ってきました。
「子供が小学校時代、いろんな事があったけど普通学級で過ごして楽しかったよね～」と、三上
さんとよく話をしていました。障害があるから障害児ばかりの所で過ごすのではなく、普通に誰も
が行く所へ通い、良い事も悪い事もありながら「みんな一緒」に過ごすって楽しい。こんな経験を
いろんな人に伝え、一人でも多くの人が共感してくれたらいいと、頑張ってきた三上さん。
現在、我が子は養護学校の高等部に通っていますが、これまでずっと三上さんの明るく楽しい
パワーをもらってきていたと思います。
麻衣ちゃんも養護学校高等部を卒業し、新生活へ一歩踏み出そうという矢先だったのに、心残
りだったでしょうね。
「千の風になって」という歌の歌詞の通り、三上さんは風になってみんなの所を見て回っていると
思います。
三上さんの事、いつまでも忘れる事はないでしょう。 ずっと・・・・ずっと・・・・・一緒。

原田 真弓（越谷市）

喪ってから改めて、伝えてくれていたものの大いさに気付かされます。あなたに三上さんが伝
えてくれたものは？よろしければ、TOKO編集部まで、手紙またはメールでお寄せ下さい。



優佳さんからのメッセージ

「娘は養護学校高等部３年。近所の普通学級に６年間行った。娘が小学校に入った年、
２、３人、同じ学校に障害のある子が入ったが、みな高等部に来た。養護学校の体制

について、いつも先生に疑問をぶつけているが、変わらない。」 （2005.10.9 秋の
TOKO野外おしゃべり会で）
「毎日一緒に過ごしているのは子どもたち。お子さんは大丈夫。不安な気持ちは分
かる。私も入学式前は眠れないときもあった。でも子どもの世界は大人が思っている
以上のものもある。いじめる、からかう子もいるが、うちはいすにも座れない子ども
で、参観日の他のお母さんの手を握ったりと大変だったが、家族もいやな目に会わず

に来た。」 （2005.11.20 TOKO越谷おしゃべり会で）

「うちの子どもは普通学級から養護学校に行きましたが、やはり普通学級でやって
いくのがいいと思っています。しかし、普通学級に行かせている若い親達は養護学校
に行ったほうがいいのかと迷っています。今日は、2006.4.2地域の学校でがんばって
きて、今就職して休日には友達同士で食事に出かけたりしているという本人達からの
話を聞けてよかったです。」

（2006.4.2 TOKO 春休み TOKO 野外おしゃべり会 で）

「うちの娘が１１年前に小学校に入ったときは、今より気楽に普通学級でやってい
た気がします。うちの娘がいま通っている越谷西養護ではこれから居住地校交流をや
りますと言っているんですが、越谷市内の学校では１校も受けようという所がないそ
うです。地域の学校の状況がずいぶん厳しくなっているような気がします。今日は

ざっくばらんにいろいろお話しあえるといいなと思って企画しました。」

（2006.5.13 TOKO室内おしゃべり会開会あいさつで）

教育の欠格条項をなくす会 報告会と再決起集会
2007年7月7日（土）１３：３０～１６：３０学校教育法施行令第5条を教育における欠格
条項として1年間の短期決戦という約束で活動を開始してから、早いもので4年目を迎えました。この間の活動
は、「教育の流れはインクルージョンである」という文部科学大臣の答弁を引き出すことに、少なからず影響を
与えたと自負していますが、いまだ施行令第5条は存在し、就学の大きな枠組みに変化はありません。
そうした中、就学支援委員会を廃止し、就学時の判定をしない、分離をしないという東松山市の取組みが全国
的に報道され、注目されていることは、私たちの励みとなりました。
そこで、再度気持ちを引き締め、この教育の欠格条項が改正、撤廃されるまで、活動を継続しようと思うに至り
ました。多くの皆さんと共に、この活動を盛り上げていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
《内容》 ・あいさつ／・経過報告と会計報告／・これからの活動についての提起／乾杯／・参加者からの一言

埼玉会館2階ラウンジ／参加費1000円(資料と飲食代)



これからの学校と地域を考える

ＴＯＫＯ読者の声 ： アンケート回答から（Ⅰ）

関心をもったこと：「特別支援教育員」を小中学校
に配置するとの事について、誰の要望で「介助員」
を付けるのか気になります。また「介助員」は一年
通して同じ人なのか、何人かが交代でするのか、
「介助員」の資格や募集方法をどうするのか、それ
によって教員との関係、立場はどうなるのか等、い
ろいろ気になります。

付き添いと介助員について：担任の先生
によって、子供に対する対応は全然違っ
ていました。小学1年生のときは「学校で
の事はすべて任せてください」といわれ、
呼び出しを受けたことは無かったが、2年
生になったら毎日来るように言われ、一
時期付き添いました。その後、担任が変
わったので付き添いはなくなりましたが、
担任の性格や考え方によって親は振り
回されると感じました。

就学指導に関して：入学前に5回くら
い教育委員会に行ったと思います。特
殊学級もいくつか見学しました。それ
によって私なりに考えがまとまり、子
育ての方針も見えたので良かったで
す。

中学卒業後：高校
進学します。

情報・連絡・交流：障害のある本人が
情報発信してゆくことが、これからは
大切になってくると思います。親同士
もいろいろ情報交換できたらいいとは
思います。

私立中学校2年生の母

TOKOについて：義母の介護のため、
おしゃべり会等参加できませんが、
障害のある子が普通学級に通って
いる情報を目にすると嬉しく思います。 ．近況：中学に入学し現在

中２です。学校長、担任に恵
まれ、とても幸せです。

付き添いと介助員について：付き添いは大変だけ
ど、お互いの状況を理解しあうには必要だったか
もしれないと思いました。入学前の状況を学校側
は何も把握していない。補助教員はこの子はここ
にいるべきじゃないとか、この子にあった環境の
整った場所へ行くべき等の考えを押し付けるので
はなく、今この子に何が必要なのか全身で受け止
め考えてほしい。

.就学指導に関して：発達検査の認知レベルで勝手に養
護・特学と決められる。地域の普通学級になんて言おう
ものなら何バカなこと言っているの？あなたはまわりを
啓発するために自分の子に無駄な時間を過ごさせるの
か？と返ってきた。ぎりぎりまで自分の意思なんて言え
なかった。指導されるままにニコニコ聞いてるしかなかっ
た。信念を持っていなければ流されるまま。
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近況：クラスのお友達と一緒に遊んでいる姿を見たとき。ほかのクラスのお友達まで
補助教員が自分のクラスに来て、Ａについていないのを見て、誰がＡ君の面倒見る
の？と心配してくれたこと。毎朝学校お休み、いやなのと泣かれること。学校側の都
合で補助教員がいる日でも、病欠の先生がいるとそちらにまわされ、補助がある日
が安定していない。そのため、本人も不安定になり少し荒れるとストレスだ、無理を
している、早くしかるべきところへと言われる。普通学級の中で安定して安心して楽
しめる居場所を見つけるのは大変なこと。二年、三年と時間をかけてまわりも理解し
てもらわないと。特学ほどきっちりわかれた教室ではなくて、支援教室として算数、
国語の時間はこちらで勉強するようなものがあるといいのかなと思う。

生活支援、住宅、所得、介助：きっと今のままで
は、学校卒業後は家と作業所や施設の往復な
のかな？間近にならないと必要なものは何かも
分からない。先輩たちのお話を聞き、シュミレー
ションしてみたいと思う。

情報・連絡・交流：そういう機会が無け
れば孤立してしまうし、できた制度や法
律に従うだけ。本当に必要なこと、困っ
ていることを声を上げて訴えることもで
きない。大いに交流の場を増やすべき。

市立小学校通常学級1年生の母

中学卒業後：まだ先
のことなのではっき
り考えがまとまらな
いが、養護学校の
高等部なのかな？



関心をもったこと：「しか
し、今市町村独自の「介
助員」、「支援員」も時に
はその子をクラスメート
から囲い込んでしまうと
いった問題もあり、とも
に育つための支援制度
にしなければ意味があ
りません。インクルーシ
ブ」という言葉を用いて
さらに分けることを拡大
するおそれも。」という
部分。

付き添いと介助員について： ．中学2、3年の2
年間介助員がつきました。事前に親への相談や
了解はまったくなしでした。1年のときも授業の
途中教室から連れ出すことを度々やっていた学
校側は、そのための選任の人を配置しただけの
ことで、介助員をつけることは学校運営上のこと
と親の了解など必要ないと思ったのでしょう。こ
んな状況ですから中身もそんなものでした。受
け入れて一緒にと言う姿勢が無い学校に介助
員が着いても本人にも周りの生徒にもマイナス
です。あまり思い出したくない苦い体験です。

就学指導に関して：普通学級への入学を希
望し、呼び出されての話し合いよりはと、就
学相談をこちらから教育委員会へ申し込み
話し合いました。親の答えは決まっていた
のですが、それでも迷いがあり、紆余曲折
でしたが、希望通り地域の学校に入学しま
した。中学卒業後： TOKOの卒業

後の進路のページ、そのとお
りと思いながら読みました。

生活支援、住宅、所得、介助：
まだそこまで辿りついていま
せん。歩くのが遅いのでしょう。
いずれ行く道、もしかしたら

辿りつく前に行き倒れかな。

情報・連絡・交流：両方とも必要です。
特に学校に通っていたころは、助け
られ支えられ励みになりました。今こ
そお返しのときなのに、他人任せが
多くなってしまいました。

TOKOについて：いつもTOKOを送って頂きありがとうご
ざいます。年々分けようとする力はぐんぐん大きくなり巧
妙になり、分けられた場で生きる人の流れも太くなり、そ
して分けられた場でも結構居心地よさそうに生きている。
案外そんなものかもしれませんね。いつの頃からか、福
祉関係の会報をすぐには開けなくなってしまった。日が
経ってから開封すると、情報も古くなり、集会等も過ぎて
いたり。多くの情報に流されないように、こんなへそ曲が
りをやったりする。未来は明るくないからこそ、今、やりた
いことをやりたいようにやっている。

へ
そ
曲
が
り
に
生
き
る

普通学級・高校卒の息子と暮らす母

夏休みＴＯＫＯおしゃべり会

７月２７日（金） １１：００～１４：００
あしすと春日部（予定）（春日部市中央２－2４－１

TEL：048-762-1080
FAX：048-762-1083 ）

お弁当各自持参で 親子でどうぞ

白倉048-752-7351 中山：090-2202-5271 山下048-737-1489



どこが変わったの？学校教育法施行令
（５／３１（木）鳩山邦夫事務所主催で行われた文科省との話し合いの記録より要約）

聞く人（教育の欠格条項をなくす会） 答える人（文部科学省特別支援教育課滝本課長）

障害のある子どもには市町村の小・中学校への入学通知を出さないでいい
と定めている施行令第5条はどうなるんですか？

就学に際して、これまでの「専門家の意見」だけでなく「保護者の意見を聴
く」ことを義務付けました。

学校教育法施行令が変わったそうですが、どのように変わったのですか？

今回の改正には入っていませんが、国連の障害者権利条約の批准などと
の関連で考えてゆくことになるでしょう。

その国連の障害者権利条約の批准はどうなっていますか？

外務省を中心に関係省庁が集まって、国内法との整合性を吟味し、必要な
法律や政令を改正した上で批准をしてゆきます。施行令第5条もその一つ
かもしれません。

現大臣、前大臣とも「流れはインクルージョン」という国会答弁をされているという
ことですが、文部科学省ではこれを受けてどんな検討をされていますか？

単に場だけを一緒にしてるだけでは本来のインクルージョンではないと思っ
ています。具体的な条件整備として、私どもから総務省に要望して認めてい
ただいたのが特別支援教育支援員です。19年度に21,000人相当、20年
度に30,000人相当の地方財政措置をしていただきました。ほかには教員
養成系大学の学生さんを支援員として、全国で3,200人、今年度予算付け
させていただきました。高校と公立幼稚園はこれからの課題です。本来なら
特別支援学級や通級担当のような教員を増やすべきだと思いますが、行政
改革推進法により不可能なため、こうした工夫をしながら制度についての検
討を進めているところです。



わらじの会夏の交流合宿

―― 草津への旅

８月２４日（金）～２６日（日）

間も
なく
参加
者募
集共に生きる埼玉を創る……

総合県交渉
主催・埼玉障害者市民
ネットワーク（代表・野島久美子）

８月３０日（木）、31日（金）
県庁第3庁舎講堂で

これに先立ち8月２２日（水）に浦和の
街で「ちんどんパレード」を行います

詳細な問い合せは
048-737-1489まで


